
             分割出願の入力方法について 
 
現在のＫＥＭＰＯＳでの標準的な分割出願の入力方法としては以下のとおりです。 
例として、US特許出願で分割出願を行う場合の手順について説明します。 
 
１．分割出願を行う場合に、分割の元になる出願を「FP-1000-US」とします。 
  「FP-1000-US」の優先権の基礎出願として「P1000」があるとします。 
 
２．これを分割して「FP-1000-US-D1」とします。 
 
３．更に「FP-1000-US-D1」を分割して「FP-1000-US-D1-1」とします。 
 
このように分割出願を行う場合の操作についてですが、以下のようになります。 
 
１．「FP-1000-US」をコピーして「FP-1000-US-D1」を作成します。 
  TOOL→COPYにてコピーします。 
  その際、関連出願についてはコピーしますが、経過についてはコピーしません。 
   
２．「FP-1000-US-D1」の関連出願に関連区分「原願(分割)」という関連区分で「FP-1000-US」
を入力します。このときに、「FP-1000-US」と連結します。 

  逆に「FP-1000-US」からは、関連区分「分割」ということで連結されます。 
  これらの連結作業は一連の手続きで行われます。 
  これによって、「FP-1000-US-D1」の原出願日に「FP-1000-US」の出願日がセットされます。 
 
３．次に「FP-1000-US-D1」をコピーして、「FP-1000-US-D1-1」を作成します。 
  前の作業と同様に関連出願についてはコピーしますが、経過についてはコピーしません。 
  新しくできた「FP-1000-US-D1-1」には、この時点で原出願日として、最初の「FP-1000-US」

の出願日がセットされています。これはこのままで正しいものです。 
   

関連出願には、関連区分が原願(分割)で「FP-1000-US」がセットされています。 
  これは、このままでも差し支えありませんが、正確には原出願ではないので、関連区分を 
「遡及出願」と変更しておきます。 
  また、前回と同様に原願(分割)で「FP-1000-US-D1」を入力します。 
  「FP-1000-US-D1」の側では分割ということで、「FP-1000-US-D1-1」がセットされます。 
 
 
 
 



 
「FP-1000-US」（遡及出願） 
(優先権の基礎出願として「P1000」と連結) 

 

 
 
「FP-1000-US-1」分割（１回目） 
（「FP-1000-US」を「Copy」して台帳作成） 

 
 
「原願（分割）」で「FP-1000-US」と連結 

 
 
 



「FP-10000-US-D1-1」（分割２回目） 
（「FP-1000-US-D1」を「Copy」して台帳作成） 

 
 
関連出願に「原出願」として「FP-1000-US」がセットされているが、正確ではないので 

 
 
「遡及出願」に変更する。（警告メッセ－ジが表示しますが特に問題ございません。） 

 
「原願（分割）」で「FP-1000-US-D1」と連結 

 
 
分割が２回ある場合は、親の出願を「遡及出願」と関連付けしていただくよう 
注意してお使い下さいませ。 
 
通常は以上のような手順で分割出願の入力を行います。 
また、あえて原出願をコピーするのでなく、新規に入力することでも差し支えありません。 



関連出願設定後 
 
「FP-1000-US」関連出願画面 

 

 
「FP-1000-US-D1」関連出願画面 

 

 
「FP-1000-US-D1-1」の関連出願では「FP-1000-US」と「遡及出願」で連結になっていますが、 
「FP-1000-US」の関連出願では「FP-1000-US-D1-1」の関連デ－タが入っておりません。 
 
これは出願デ－タを「Copy」する際に関連出願もコピ－しますが、デ－タをただコピ－するだけ
なので自動的に「FP-1000-US」と連結作業を行なうような設定になっておりません。 
 
「FP-1000-US-D1-1」側では「出願遡及」として「FP-1000-US」と連結がされてはいますが、
再度、「連結」ボタンを押して、連結作業をして下さい。 
 
 
 


